
各紙誌で書評掲載されています

   10月の刊行以来、早くも書評に取り上
   げられるなどたいへん好評で、多くの
   お問い合わせをいただいています。
「伊藤野枝」「大杉栄」「大正時代」等
   の関連書とともにお取り扱い願います。

好評既刊書 【FAX: 092-726-9886】

11／18  読売新聞  日曜読書面

「時代の中で輝く反逆者。
     真実は誰とともにあるのか」

評・三浦佑之氏

（本日！）

＊随時広告も出します。

★

★

（今度の日曜日です）

12／20  朝日新聞  コラム「窓」

12／23  読売新聞  日曜読書面
　　　   掲載予定

【FAX: 092-726-9886】

【目次から】代、頭山満に会う／ノエ、上野高女に
入る／ノエ出奔、辻の下へ／「新らしい女」宣言／ 
大杉栄と出逢う／関東大震災／大杉事件顛末／死刑
囚の品格／最後の手紙／余話　 頭山満と代準介    他

「新らしい女」伊藤野枝。野枝を精神的に
も経済的にも深い愛情で支援し続けた代準
介。二人の人物像を明らかにするとともに
遺族のもとに唯一保管されていた代の自叙
伝「牟田乃落穂」から大杉栄、野枝、辻潤、
玄洋社・頭山満らの素顔を伝える。

A5判・250頁  ISBN978-4-86329-081-5 C0023

定価2205円（税込）　矢野寛治

〈著者の横顔〉  矢野  寛治 （やの・かんじ）
1948年大分県中津市生まれ。代準介の曾孫の女婿。
元博報堂コピーライター。書評、映画評論家、TVコ
メンテーター。コピー＆文案オフィス「矢野寛々房」
主宰。著書に『なりきり映画考』『団塊少年』など。

定価　2205円（税込）
ISBN978-4-86329-081-5 C0023

伊藤野枝と代準介

矢野寛治

ご担当者様
ご注文日

様［           ／           ］

伊藤野枝  代準介
い         とう          の            え だい        じゅん       すけ

大正12年（1923）の大杉事件の虐殺から90年

・目次から・
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